
ゴー
＝ 妄
テーー

b
■

１

１
１
１

《
ウ

ー

ノ

癖篭烹識簿
一

一

一

’
－1

1

ID

L

●一

1

凸。
「

lー一

一_ 三

QV1

レ
ー

~F



■■
W

Q

つ

I

－

函 9● G

0

、

、

あ

、

１
４

ロ

〆

●

乃ム
易
の
伽
う
↓

い
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｊ
航

■
■
Ｐ
Ｄ
Ｆ

詮
山 巳

徹
前
掴
苛
，

八
句
Ｊ
為

〃

'1
ヂ
ゼ
ヰ
ぺ
め
娩
囎

ゆ

e

ず
ぅ
ｊ
吐
滅
‐
〃
い
ぃ
の
、
や
と

り
＆
「↑

猟
／
く
い

、
、
”
、
晶
麺
壺
〆
〃
▼

噸》

い
ノ
》
７

竺
画
ｈ
〉
″
〃
‐
嵐
‐
″
ｌ
Ⅱ
Ｉ
９
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
１
１
』
『
グ
″
、
に
〃

ｈ
Ｉ
れ
乃
桧
：
↑
杓
箸
乎
一

托
泌

》
抄
己
寺
か
７
〃
″
＆
幻
、

■
団

、
１
１
鋲
ト

、 1
ゆ

～
五
・
升
察》

河
ｊ
３
双
で
粥

Ｉ
Q

l

ル
杉
／
勺
『
１
％
ふ
も
韮

淵

〈 ヨ

私
梼
荊

可

」

0
0

－
１

一＝－－－－‐‐ ‐二一＝・ －－ 一一一一一一一-一一 一巳ア
ｰ －■



一
●

－画 一

W

－

「 ●勺
１
Ｊ
恋
Ｐ
Ｉ
Ｌ
‘
‘
０
，
６

●I

亨
、
１
９
ノ
人
卜
、
、
１
く
》
１
１
の
剃
矧
顔
紬
’
の
細
川

ト

う
り
・
捻
り
の
ｑ
ノ
に
恥
畔
、
１
分
れ
丹
う
雌
Ｉ
塞
忍
で

茜
卜
號
這
う
１
１
１
１
く

、
ム
癖
勾
鳥
や
一
ｌ
ｌ
Ｉ
ｊ
恥
，
何
噛
ｆ
４
鐘
冷
《
Ⅳ

、

呼

？
沈
め
矛

脇
嗽
易
ｆ
肌
堀
や
を
恥
イ
リ
，
イ
島
、
望
匁
鳴

之
／
Ｌ
ｊ
駒
Ｊ
１
γ
～
多
職
ｆ
ｊ
へ
哩
疋
側
あ
吟
人
あ
え
い
省
寸
一

管
穐
ｒ
、
川
の
ウ
助
Ｊ
１
／
に
多
ｌ
ｙ
ｌ
Ｉ
や
Ｉ
で
ノ
ー
剣
ね
弧
で
堀

幹
ｊ
好
７
ｆ
ｌ

↓

f Q 丁
乞
凡
獺
略

．

F
-

r
ド
1

八
〃
旬
珍
祇

易
隷

I到

称
ロ

ね
ｊ
、
く
Ｉ
Ｉ
Ｊ
児
島
恥
７
１

斑力蛇

噺

八
ノ
ー
奴
の
４
Ｉ
ら

4畳 一
Ｆ
Ｌ

、
ｒ
吟
〃
双
召
鍬グ

ー
』

鳥
砂
突
二

約
涜
汀 心

刈
謬
諭 背､R

、

F幸 二 一



1 ‐ ■■■■■■
－

－
１

一
一

人
島
Ｉ
／
み
る
今
／
仁
寸
正
菖
心
今
あ
う
、
入
一
之

一

一

一
悪
蛇
４
瑛
壷
の
約
ｉ
跡
茎
・
奇
、
詠

む
と
毫
息
ｌ
～
ャ
蒟
ろ
章
句
の
竃
；
宝
貫
蓬

調
Ｉ
い
瓦
２
１
／
叉
岬
ノ
、
ｚ
ｌ
１
Ｉ
１
ｉ
心
ヤ
タ
ー

曇
弐

一

一

一
一

℃
画

暴
霜

一
９

》

一
之

Ⅶ
乳
の
れ
▲
小
蝋
１
１
１
１
人
も
ｗ
う
州
恭
‐

一
一

一

I ■ ●

●

堅
の
亀
雲
汽
言
Ｚ
す
や
勺
：
婆
雀

琉
，
、
ノ
や
用
彰
‐
Ｉ
も
，
く
‐
、
ノ
‘
吟
〃
の
藍
・
暑
議

１
Ｊ

駄
繩
の
＃
て
７
う
り
刎
今
Ｚ
／
勘
小
駒
、
り
ｊ
恥
Ｉ
中
久
っ
寺

、
．

ｑ

●

金
淀
シ
珍
丁
稟
弗
７
１
寸
嬉
人
命
幟
崎

■

ｐ

●

一一

通
噂
～
め
室
ぞ
Ｊ
ザ
ｈ
Ｉ
ｒ
述
薙
藤
卜

｜

場
７
１
４
－
介
噛
痢
鼠
ｒ
里
の
軽
§
多
ム
レ
承
ノ
若
鯛

．
ｊ
Ｌ
６

戸

も

■
酌
再
Ｐ
』
凸
込

』

，
雌
丁

抄
総
菰
ｌ
Ｉ
尋
す
ら
勺
ｒ
心
乃
隆
川
、

心
幽
之

．
寺巴一

■

。

ｃ

譽
恥
岻
八
‐
齢
ｊ
７
ｆ
肋
貼
Ｉ
い

ゐ
印
Ｉ
圭
乎
牛

な

券
と
〆
：
乙

可
寺

蚤

Ｉ

4
●

心

１
１



’
－

－－－－

■ ●

口
の

9

●

＃
～
１
１
狐
、
く
わ
１
～
Ｉ
当
吻
Ｔ
ｚ

ら
守
典
蝋

言
ワ
〃
ｙ

賞
桐

二
側
斡
詮
芝
の
蝿
ラ
ー
を
く
る

ユ

畢
冷
１
少
李
ク
ー
澱
Ｉ
７
う
ぐ
で
伽
り
Ｉ
蹄

八
秒
〆
、
他
岬
咋
‐
津
や
！
＃
似
い
峠
レ
ト
脾
‐
‐
秒
派
と
」
理
、

悪
り
《
／
’
幌
、
ノ
パ
ノ
ー
品
私
ノ
Ａ
や
恥
川
，
ｊ
柵
‐
”
州
ノ
ー
ノ

拠
毎
急
判

▲

堤
山

人
ザ
之
仙

、
ｚ
ｔ
ｌ
う
勺
／
１
に
ｈ
公
人
入
１
６
於
Ｌ
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｉ
や
シ
マ
十
境
の

上
サ
溝
や
あ
ｌ
ｊ
Ｉ
Ｉ
ぐ
の
鼻
蒐
〆
に
ザ
心
や
う
う
Ｉ
い
一
耐

、
β
、
Ｊ
１
、
リ
ノ
、
４
ｉ
ｈ
Ｉ
り
ｈ
ｌ
ｉ
ｙ
く

罰
賢
７
Ｊ
－
１
１
Ｍ
垂
の
洞
嚥
や
恥
Ｉ
き
め
剤
ァ
柵
雷

肘
円
ら
飛
竜
４
§
吟
‐
代
を
館
く
え
鞠
窒

伽
島
１
１
Ａ
音
ｒ
、
池
撹
り
４
４
Ｊ
４
千
魚

八
負
Ｊ
ま
税

｡

」
掴
運
Ｆ
ｈ
Ｐ

賭
柵
Ⅶ
『
尋
４
八
Ｊ
脇
《
３
上
７
，
嘘
？
１
人

糸
恥
唯
ｆ
く
勅
～
く
聡
斗
側
一
間

司
荊
１

１
で

名
禄

ま
凡
鴎
Ｉ
さ
γ
４
鋤
一
伽
壺
管

b

L
▼

の
聯
も

笈
諏

４

1心

i、ヤ

鴫 )可

’_ ﾛ ーー 望 -- 一 － － ‐一一 一 一一ユ .-一

b｢－－ ---------－℃－－‐
マー■q■■＝-.-



－ ■ ■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■－ ‐

I 11

ザザ

■ ● 8

▲
凶 1

衝

’
'

6

㎡

」 ド

弓
Ａ
充
７
１
母
巧
う
そ
で
入
吟
わ
り
亀
勘
〃

■り

で
挺
叩
の
竃
ァ
、
と
、
澗
予
Ｉ
含
霞
山
章
へ
収

息
荊
り
Ｉ
心
～
篭
夕
八
／
を
刷
鳴
４
～
４
夕
拍
甲
姥

‐
蝿
↓罎『
土、
豊
、
、
川
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
の
ｈ
仰
１
１
１
４
レ
ー
ｆ
〃
噸
立
イ
＃
訂
ｌ
い
Ｉ

偽

れ
‐
ノ
４
の
少
暑
ｉ
碑
工
、
と
み
武
沁
震
‐
サ

ァ
写
殉
１
飢
喰
・
Ｚ
も
ｆ
ｋ
う
ぐ
菰
欧

瀦
く
７
１
吋
ろ
工
と
基
～
夕
診
く
ｎ
重
も
，
湖
蓬

令
句
‐
拭
く
鮎
の
寺
逃
奇
ｋ
Ｊ
Ｌ
や
１
Ｊ
や
士
“
八
吋
も
ｂ
市
Ｎ

魯
珂
１
１
選
‐
弓
＄
ず
え
氏
く
識
蝋
耐
‐
尋
州

遜
Ｊ
１
§
や
。
嗜
の
之
く
尭
今
く
か
砂
利
寺
鞭

Ｔ
ｌ
術
中
帆
令
向
‐
心
承
１
６
篭
‐
九
Ｊ
禿
急

へ
掛
一
，
〃
、

Ｑ

うむ

〃

ざ

八
〈
ソ
主
撤

、
沖
１
１

覗
凡
も
あ
～
ｌ
ｌ
ｒ
ｆ
肌
秀
や
恥
許
の
、

一

1

lヨ

粛
守

r、

鋤
ｆ
蓑

、

聡 ～

＝ 一

－
．._-- ‐ ‐ ‐ ‐ 一･ ･･ ‐~■



’

~~1Wm
卓
ロ ⑧

△
守

、
リ

ウ』
、

少

恥
了
烈

学
慰
み
印
」

罰
管
的
川
魚

今

津
ｒ
侭
Ｙ
ノ
、
圭
今
八
脚
、

|

阿
息
滴､

、 ｒ
｝ P

，

『
ひ

1
、

､■
■
■
』
， 垂秀仇
〃

ー

吟Il訓 ぞつ1コ ， 1
夕

ぞっ
、

： l;; ■
ろ

一

"

及

；
１

利
●

為、
側 ､

‐

ー

ろ 芝
、

と W漁

咽 ヤ
ー
ブ

ウ

1土、 i異"1 1
■
■
■
■
ユ

"･b

蝿
ノ

抄

I
乃の

_卓 ろ>に ハ

I
姥
職心

の
屯
０

う
や
ら

､い
り i、

一

1 恥
臓

狸可
可

Ｕ

烏
奇

夙
汐
ｒ

心

'。
■一"

▽

、

一



1
〃

0 角

、
■
■

LＡ
ｒ

４
■
９
，
″

Ａ
Ｔ
曜
麗
蝋
、
今
、
／
れ
う
ｌ
，
ハ
ー
？
恥
１
１
Ｊ
心
由
Ⅷ

恥
も
く
１
１
１
ふ
牛
卜
熊

ざ
め
ん
、
や
一

～

』
～
し
〃
ｉ
ｋ
の

当
老
↓
や
，
ｎ
Ｎ
嶺
公
ｆ
く

!、げ
側

坐

９
Ⅵ
ｉ

一

、

、

L

民
げ
降
し
ｃ
ｃ
跳
凹
暇
画

卜
２
常
１
斗
ヤ
か
り

抗
菰
申
蕊

廟
卜

滋

１
ケ
の
ｆ
向
州
〃
Ｊ
１
く

ダ
八
ム
リ
ｔ
税

小
、

沌
播
う
″
に

い
み
鵬
尋
棚
州
の

（
Ⅲ
Ｉ
～
小
へ
１
り
ｆ
●
仇
川
み
ふ
の
Ｙ
ｊ
７
１
３
化
Ⅶ
鯵
乙

！
↑
、
１

Ｉ
Ａ
Ｗ
ィ
人
測
り
ノ
や
島
や
う
わ
恥
一
伽
凹
ふ
り

工
雪
寸
彦
ァ
勘
小
片
欺
／
吻
乢

Y 虹
賜
鼠
心

利
薙
叩
魂
く
、
手
勾
躍
叫

VID ■
■
■
■
■
庇

声

蝿
唇
う
卿
ぺ
み

,一のＪ
１
形
砕
蝸
九
ハ
ー
ノ
か
や
可
ハ
ピ
ｎ
噸
今
Ｉ
略
も
、
狗
砥

ｎ
Ｔ
ｆ
ｒ
ｌ
雌

、
灸 ろ

〕
墨
姻

Ｌ
Ｍ
ｕ

心
壱
礼
刊
’

、
面
Ｋ
、

'葛
畦

易
愈
姻

巽
公
児

御
璽
竹
酎
久

､蝿 ’い_6 、咽
７
４
Ｊ
、
砲

a

一

－

■一 一 一 一

E｢－－－ －－－ →－‐ 一一~- － ．－－‐



－

0 a

１
１

ｰ

口

1F

気誕 p望
I尋

〃

、 0

窺
人

ｔ
’
’
八
湖
史
、
竃凸

、
川
ｊ
ｖ
〃
ｊ
焔

、

ｗ
‐
主
蕃
の
ノ
ｆ
６
－

‘領掌 ；慨 ’’

れ

一

弓
Ｅ
ｐ
的
』
岸 凡

化
寸キ

も
」
且
可

勺
１
１
凡
乱

5

目
、

八一
』』

ｘ
ム
或
幟
下
す
‐
く
晦
鼻
ｊ
乃
峨
、
坊

８

星

八 I剤

！ ‘誼の 〃、〃

I軍 11）

測
地

爪
鎮
め

霞

蹄& を工
加

の帆
～
や
わ

。
《

慨心
１
１
１
‐
ハ
ー
～
Ａ
喝
ノ
ぽ
、
～
リ
ム
に
“
附
閏

の
一

、

I
0

”

廟
q

,,子

C

郷I ．I_ |l
の
れ
“ 〈、

〕、し
滴
ヤノ 雫

、

たすZ ズ.弧『

、

悔毒秘Pb

、、

一一一 ＝ － 上 王 ,■4 4 - 一 一一二昔圭一＝■一・L

I



－

1
－－~"~画

1
0 ⑪

I
一

仏

ｌ
、
一
二

9

今
使
ゞ
７
‐
も
肢

震
、

"釜 婁
下
ム
ろ

に
１
ｔ
を
星
、

岬
輪

拳 加
、

〃

常
Ｊ
雁

痴
剛
識
溺
７
ふ
り
私
ゾ
、
Ｉ
４
ｊ
／
雌
岬
ノ
ｌ
、
ア
今
勺
噂
丸
風

、
砂
、
／
、
、
ｌ
Ｊ
ｊ
ｍ
刊
，
切
坐
品
ｗ
’
，
、
／
、
峠
、
〃
〃
た
い
一

索
、恋

砿

ー

、j、
ヨ
■

イ
も
農

令
政

職
摺
浦
の
ち
、
啓
一

ろ
や

v↓、 ､

鷺〃

,)、 ､b

零
の
喉
Ｖ
～
車
典
Ｋ
姉
ｉ
ｎ
Ⅱ

1
1

恕
駒
斗
牛
。

、

噸
ゞ
芳
々
九
Ｊ
私
ｘ
篭
ャ
じ
０

ｊ

ｆ
ｊ
蟇
’
一
菅

い
０
の
ｉ
ｔ
ａ
、

j，

全

今

Ｉ
蹄
鯉
可
噌

、
、h

竜切
穐
忠
一

L

《
し
皐
伊
へ

〃

う
殉

化
蝋
‐

紬
岬
『
刺

や
鞭
風

7《

弓
P

I 一
日
１
１



F

Ｐ
兎

〃

卜
室
、

詣
斑

凸

1

１
１

b

・■

の

I
洞

齢一

3、

偽

ｽZ
！
ちり

し

』

■

が

ノ

城ル Ⅲ
し

P

鋒
6

’
〃

)し
１
１

く

良
q■



6 ⑭ ｈ
Ⅱ
Ⅵ
Ⅱ
〃
Ⅱ
Ｕ
ｒ
ｊ

〆

P

勺

夕
▲
勺兵＆鋤

が
融
〉
’
猟
の
Ｉ
が

稲

ｒ
や

寺

潅
ｉ
覗
芋

少
漁

夕

疏
脳
～
ぞ

呪
～
や
漁
哨
入
ノ
ヰ
ｌ
鳥
７
５

妬
ク
マ

Ｗ
卿
離
ｌ
４
ｌ
ｊ
１
ハ
い
＃
ｒ
卜

和一

旦
氏

土
齢
窮
し
』
律
Ｆ
陰
■

I
齢
、
４
メ
雁

乃、脚
い
蚕
‘
父
'ず託
の

i
港、

1

弘
通
ぢ
ふ
処
の

、

曇
＆
互
叱
、
川
乃
八
悩
当

０

凧
７
蝋
γ
１
℃
ｈ
Ｊ
ｌ
ｉ
″
入
阿
ｎ
Ｎ

！ ｒ
§
ノ
つ
一
隅
、
の
幸
わ
Ｉ

；、埼
天
な
り
ら

ノ リ
〃

”崎

i
職イ'＃ 葦
鹿 迄捷

１
戸

鼻

沙
、
副
丁
破
ず
う
柔
を

I
今

狐

州．
1.1

，
聯
窒
漂

寸
八
上
７

巳

吹ア 支聯皇

塗篭電霞沖ｲｶ

Ｉ



』
、

0 あ

I

』

▲
甲

柱
噂
似
↓
‐

駒
１
仇
ｆ
１
小
斌
ｈ
ゆ
坊
１
Ｊ
も
浩
７
１
ｔ

毒
７
ｈ
Ｎ
や
典
Ｔ
勘
し
畑
１
号
～
ｆ
侭
入
ノ
紙
狗
蜜

円
淌
↓

1 |リ毒
１

1
．

Q
一
画
ノ
ー
？
冊
１
１
１
浄
１
や
職
の
暑
乎
ノ
勺
、
Ｗ
坪
ァ

'篭
管
弗
Ｉ
島
く
く
ノ
ー
ｖ
ゞ
涜
勺
の
紫
？
穂
ｊ
、
之
ゞ
皇
室

一

臣
■
｜
Ｅ
Ｌ
隣
一
＄
】

Ｉ
、
毒

、

rL
争

ろ之
ウ
物

坐

ろ
秘
め
Ｊ
↑
竜
く
う
ム
ス
ィ
上
～
ふ

』
牝
、
上

１
１

個
袖
１

）.、

額 》

I
河

肱
１
１

の

|!
‐ ｜‐

や

リね
協
勿
Ｉ

グ

亀

４
４
町
側
由
千
六

ノ
キ
ー
２
浄
勘

う
ぐ
喝
や
，
種

毎
雫

為
峪

タ

一

域
、
川

■

可
悔
‐

一

宇
が

hl
日

一

-－



一

Ｆ
“
‐

■ ロ、 －

。互

予”

零壹ア ー
4

』､くAE'
、

■

〃

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｆ

慨
癌
硫
緯
や
課
ｒ
皇

Ｊｆ

矧

一
蝿
一
矧
掛
一

一
否
却

ご
牌

択

一
一
律
一

一
鐸

勇一
一
一
一

一
幕

鴫

岬
価
病
ｗ

や
〃

一
・

〃

屋

モ

ー
ノ
ヘ
ー
州
炉
碑

ン

管鼠－－へ一兵、↑へ』
･ぐごヂざ、

響弛､等、鼻烏

念‘、

届

’
細
偽や

一

・ ・鐘．､s

ｳ証=喜一～唾-ぐ、ご

’
〕

－
４
一Ｊ

’ ■■

I

I
9

凸

や、_費倭､≦･ふ‘~－〈‐ゴー 傷←--穴寺‐へ ゼ
穴』

ｆ岫
《
一

＝～

火金ノ 曇一、 〈､一運ご~､筐 鄙罠Z､r-"~､公一

句 〆

*4癖一へ』ご一害ザミ』 持！。f多＠

口

－－－－－エーZ坐 先毎~ご~~=、／戸
一

一

静､,、 ，'．シ $S-~vr鳧

身くざ、-鱒

』､篝
励
竺 蟹.慧一,'べへざ~～-=､〃

I

｡

〈

〆 会､、参為謬･票一寺 乎辱 、，､r･､､(~､ l･琴、､'一勺 ’一"一参ど
ゆ

曇
D ･ - LD L

鞭ゴ 製へ一鐸割一 ，｡』､～一-､/､ゴァムe 今、へ葛=,一言。 裏糎豆

一

１
ｊ
ｌ
ｊ
１
ｌ
ｌ
１
１
Ｉ
１
Ｉ
１
４
１
０
ａ
ｕ
旧
日
■
■
１
１

べ ,峰へ≦- &eW'<I闘辱，〔毒 委錘～蓮訣 一へへざ、鴬~為一国l

L Qb－－－．白色d分司 馬



W 勺 ．…V砥…
r
や

9
、

jW識+ 4小
'

－

4二』

'二か､三『

墨f画
●

牢

db

が誉 勢．､‘ご･念s､ｼ寺‘合 一一、gや、‐矛
，

a-ﾊ"寡~､禽琴 P_F娼〆 タﾏｰ李剤ぐ ●

苧蟻へ鰐ヤ庁J、 ｝
－

嗜胃～空､－－グ《〃酸－－斗 ‐『

ざ傘・ 鎌､冬〃炉 戯'､喜一 アブ､Jncき ，､,｡､‘声、一､雪郡、＞
①

鉾 や
＝ 芦

識
●

一
一
で

一
一

一
一 w･群~､へ黄～へ富承 －－_>､一･→､す s詩､44－3 膳j〃

、

’

ｌ
ｍ

Ｅ

『

一

Ｆ

舎

戸で
一厳

○
４

〃

ﾍ"へ今ﾐ言＆識淘識s昌一～
~=dF4

‘〆、鳧〈

恵言へ炉&‘ 、-雫一言』-､一ヘヅ霧』

一
》

で

⑲唱鼻一一一一一一一j、邑喧

～

､－－ノノ唱番j､．↓〃 ． 、声J斗J畳／
、

一

‘_当』 …．毒
心 ．,.ロー
一

ン

一

‐~雷彦一

ヘヘ萱、っ掌"ヅーーーへ童
も

〆鎌e勇士－－－鼻豊熟
~

貢守“，。-ﾏ縁、貢悶、

’

１

１
１
１
１
１
Ⅱ
１
Ⅲ
１
１
１
１
１
１
日
日
刊
Ⅵ
Ｉ
ｒ
ｈ
Ｉ
Ｄ

Ｊ

ｌ

一
一
一

甲

一
一

隣

誌

も閑

〆

・
２
島
口

ﾛ

澪～っ､'､-ﾍ重q節
で
一
）や

抑
帥

割
崎
洲
嵩 吟へ誤合一X､g〆滅き､=~､,、萱

,デ、雲ノー､鶴･今～一一§琴、一Lご鼻j､,毒：、 、琴へ>分へ〃･；〃
－

』、

u圭一

一㎡

J■

■

ノ

－

L一



‐ ＝ ＝
一一一

ー

－－－．■一一一一一一~一■一
同
０
１
１
Ｆ

「画一一

一一

、
｡0

▲

？
そ
Ｌ
隙
ろ
塗
も
篭
弛
鵜
ｉ
Ｉ

了
Ｊ
恥
爪
才
２
ム
？
～
，
；
う
れ
の
緋
‐
一
閃

当
索

焼
斑
’
し
。

、
亙
皇

刃
。

一

J1

白 r

内
／
ｎ
Ｗ
や
命
く
ら
４

§
負
、
七
Ｉ
神
４
１
に
番
蜘
紛
隆
脅
～
難
↓
一

！
珪
筋
り
ハ
ム
ｆ
ｌ
ノ

i
Z庭

■
Ｂ
巳
Ｐ

■
■
■
Ｌ
Ｐ
骨
卜

の
申
込
／
崎
ノ

手
詞

Ｉ
〃
１
１

１

八
ム
ゾ
や
義

l可

篝 、
い
，
’
ｒ
Ｊ
’
Ｌ
″
ヘ
ム
人
肉
画
ノ
ー
９
賂
ソ
、

、

1
や
～
な！

、

う
た
薄
く
ま
ゥ
系
苫

I
姶
惑
鱗
‐
‐
う
う
噺
／
岡
城

陣I
麹
ｊ
あ
る
畷

一

『

の
伽
胎
〃
め
Ｊ
ｒ
γ

で恥
～
ｆ
久
照
寺
久
伽
泌

凸

；

熟為
夕
蜜
准

稀
’
約

笹

葉､

､1,，
ｰ

一

噂

'1､'、 及

蝿零
一

L 。 ‐＝



F=
一
一

h■■

詞

‐一 一－．
－－

［同一

言“

芦蕉

減(、へ‘ｲ1－ノ壁 -e芦′ーへ
一

,毒、･ハ州匂隷戸J＝宝ユ

１
１ 蕊琴、蜜‘～ぐ、≦〈＜算ご-て、.蕊令 少々rへ!､／"蔦、夕t寺尾

多ふ< 鎧写鐸一へ'一へ食-'藩、｡二忽飛
べ

全く芝、蕊苦 、
接函

! l"掛砲へ瞬く侭、 ！ l郷ご含『雪、-ざ得、一′／午阜一
'

雑臨一 ゞ，－．剥

一

| I
I

Ｗ

，

市鳶

蝿

燦
鈎

，
１
－
曹へ"
、

ミヘや岳
〆
へ

心倭~
一

4

11 ''J =0gge梨…斗
I｣

1L

･壁へ/～蟇ざ,ぷ､βー ご＼署へん Ｋ
（ 合ﾍノー

一

■

涛
蝉
鶴
劉

守巳

剤
一
戸
一

筆
↑
《
叫
一
紺
一
一’

欝超､茸
●

F~F-
一

上

8

’ ＜・偶由

今縄､蚕

偽$ﾅA&F<-、 令刈雲一象､徳~を、§。
I

琴ぷ尋少へF､ざペベヘJミ』
０
１

芯、

I心咽■_一ql1今 住ユ



＝ - = 一 ■－－

｡0

1

異 呪
や

や
慰
足
ｆ
Ｙ
Ｉ
ｌ
人

争

､1ﾉ、全

Ａ
Ｉ
ｊ
ｊ
Ｉ
ｌ
初
Ｉ
ｊ
ｌ
４
ノ
ん
仏
仲
ト
ー

～
叩
の

燕
陰
艮
Ｉ
曽
陰
、
炉

い

II

ID

｛ の》
‐
Ｊ
１
，
″
〃
〈
咽
』
も
『
、
ｕ
ｊ
〃
、
一
ｆ
，
″
『
Ｉ
〃
’
、
《

悪
》、

、
、

|I

lゐ

』

伽 島
ｚ
恥

峰
乱
曜

含
な
れ
，

－－→

'路 t及ダ

圭
、
河

､|,，

咽 剣だ
及
竃
印

▲ 一で



－一

■
0

や
恥
卿
叩
、
去
侭
ｊ
ｌ
Ｊ
１
Ｖ
ｌ
１
ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｋ
八
八

、

『
Ⅶ
●
割
》
些
畠
杢
小

ｌ

罐
Ｉ
予
乃
憾
逢
卒
島
瓊
ろ
ゑ
、
ャ
食
志

割
↓
野
咋
戈ふ

可
靭
ｒ
可
ｙ
も
の
』
々
４
卜
到
Ｔ

茜
１
瓦

ｆ
、
何
脱
も
ｆ
ｊ

ノ

流
潴
揃

、

章

ヰ
ー
乃

私
ｌ
翁
ｊ
く
ｈ
ｌ
Ｉ
ｉ

Ｑ

藷
上

人
ｋ
巡
噸
↓
洲
３
７
１
１

７
ち
め

命
３
送
油
鬼

り
元
ｈ
１
ノ
や
い
う
へ
６
句
ハ
ノ
閲

剛
ぞ
鴎
１
１
７

蛭謹
一
一

蕪
』
、

い
ｌ
ｌ
Ｊ
く
，
の

み

歴
《
ｒ

Ｒ
Ｄ

一

、
午
の
う
ノ
食

、

Fも，

八
句
裏

1
ー

梶
ｊ
の
牌
７
～
ゐ
く
人
韮
崎

1 １
１

|’

､'’
’
1

▲

１
１

I’ 莇

克
瞥､|,， 亀

咽
丑
淀
印割て

生

h 一



「 匡．一

一一戸qクー
－二目■ 一■一一

0 ､

易
‐
芯
や
。
縫
い
、
台
も
３

兆
号
堂
や
丈
の
濃
γ
§

Ｒ
心
７
人
沖
ね
Ｌ
吟
；
う

ゆ

一

＊
３
と
，
蓬
‐
、
と
γ
，
ｈ
刈
藷
公

も

門
‐
神
Ｉ
鑿
１
２
爺
ノ
舟
Ｊ
ぐ
り
農
工
崎
‐
参
く
ｌ
密
て
河

〃

稀
の
丈
瀬
為
ｒ
ｊ
奮
乃
丈
認
‐
γ
ふ
Ａ
号
凌

円
耆
画

八
今
ゑ

漁
食

ロ
コ
譲
呼苫
１
祁
吋
も
ｈ
ｊ
Ｉ
ｊ
ｆ
帆
１
心
１
℃
つ
ち

ぢ
も
岬
；
ｉ
、
？

わ
く
淵
う
ぐ
一

蝋
う
ゑ
や

一

，
Ｅ
ｒ
邑
弓
歩

均
0

門
７
１
１
１
１
１
か
Ｉ
ｊ
匪
洩
ら
ゑ
ノ
ん
リ
ｋ
Ｉ
の
Ｘ
ふ
、
州

・

崎
ノ
さ
、
殉
江
腸
乃
誇
ｌ
令
を
ｆ
凡
て
東
宝

猫

満、

娘
印
の
為
ｊ
伽
何
堅

、

や
～
か
小
れ
ゑ
二
驚
憶

坑
埼
‐
や
‐
車
ｌ
露
向
狭

姦
、
庵
の
逢
嚇
飛
乢
妙
っ
〃

の
、
で
ｆ
ｎ
ｌ

h

1

Q

仇
墨
に乱

Ⅷ0

1’

■■■■■■■■－－
ー

_ 一■｡一

■



。

0 、

喜、
ｰ

■

‐
尾
ｒ
』
』
寺
や
ｌ
ま

山《者 の

鷲
も

’
７ 1

塗
シカ

今
診
’
一
。
《
，
ノ

八
句
Ｖ
韮
拳

、
又句

｛

！
、

殉
､

1
ミ 圭

稗
函そ

乃
溌
ｌ
令

1

1I｡
ら

胸 動

の
、畑

１
妙
旬
全

～
４

＄

のウ

旗
塁
鼠

7

玉

I望 1メ

0

---- -＝▲－－



』 ＝ -－－ 一 一一 星一
－、

…

･
日

む
う
仏
令
７
入
湖
水
ら
う
へ
中
、
移
る
山
確
崎

ゐ
ら
ノ
Ａ
砂
Ｉ
Ｉ
Ｌ
く
鞍
Ｉ
〃
斑
別
ｌ
く
く
ｙ
Ｌ
く
めＩ

け
子
吟
’
乃
苛
ぐ
ら
や
ｆ
や
典
叩
人
、
？
§
ｆ
肌

肋
練
繭
〉
乃
、
沖
雄
竹
や
塗

ア塁
爪
周
く
ｈ
ｙ
ｉ
、
と
鷺
ダ
４
ｉ
ｊ
Ｌ
子
う
ぐ
玲
人
／
３
申
の
４
の
や
弧

茨
稽
臓
や
賑
ｌ
ｋ
了
く
ら
畑
ち
う
Ａ
Ｉ

そ
甲
４
の
沁
伽
や

そ叶う
ノ
つ
う
海
免

抄
肖
可
Ｊ
１
焔
刷
』

を鼎I
口

一
》

諺 零
雌

で
ｊ
ん
１
１
１
ゑ
ろ
秀
に
…
‐
～
／
蚤
亀
踊

、

息
禄

q

や
蕗
４
１
恥
／
ｙ
稿
駒
八
裂
唖
塾
可
山

■

猫
、
洞
も
ち
Ｉ
少
や
為
牝
違

令
、
ｊ
ｌ
墓
も
為
り
小
、
笹
匹
く
ｊ
噸

訓覗
１
１
や
伽
も
芳
卜
上
叩

．↓

侭
炎I

の
、
く
ワ
械
恥
ｊ
瓜
ね

１
１

、0

9）

■

凶p

r

p

、
や の

器
腿

剣
‐
〃

や
、
ハ
マ
１

ザ
〃
毛
艮

イ
！
＋
，
ハ
リ
込

永
鯉
坪
一
一

震
噸
徐
１
４

ｊ
早
守
、
剛

可浦
耐
璽

捻
突
い

心
・
心

L 一一一 二一一一



． ■
豆

e､

、〆

一

一

０
１
１
１
侮
り

筵蒲う
う
１
ｔ
受
世
、
里
角

毒iそ
ヂ

声
や
逗
，
角
ワ
ノ

易
八
Ｊ
や

聰マ
ト
立
為
鬼
石
蝿

４
個
１

■
』
■
Ｐ
Ｄ
－
」

肝
り
岬
ｊ
ノ
ノ

q L

‐

や
や ﾉ、ﾉ、

FJ、

〆 ｛

つ
妾

旬
患 毒 ｋ

遙才
、

Ｅ
１

例の ＞、》、

の の齢 放
聡

国
ﾔﾎ

L

メ
キ丞

口

↓r 1

h

で 踊ワ
イ溪

農
？孔

塁

、

噸
Ｊ
鈍
及

「

‘〕み、 盛
り
ゆ
、
ｘ
と
胤
馳
唾

_ユ『
。
Ⅲ
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅲ
■
■
■
■
■
ｑ

〕

１
蚕

1 、

ﾉ室 蛍あ
齢

1組

I
内 『

７

』

《

】

'可 抵 華凡
ウ

少

Ｌ
方

瓶
甦

泳
霞

協
州
寺

電
患
ｆ
く

v室
『

f
『

／

婚和憲
A

r

7旦
己

’ ’
4

1
1 1

－－－

ー

L ~ d盆 一



F
＝－

@、

〆

■

F

~

沁
噛
脈
典
ァ
や
、
隣
ワ
ノ

、

聡烏､章
■
』
■
ｒ
ｐ

、

ゴ
ﾉ、
FJ、

夕

句
患

、
皇
司

ろ

！蝿 の ，、

の 壷、 目 f

調
［、

ｑ

、
Ｉ
湖
し
、
“
野
呼
唾
彦

｛
凸

▼ O

LL

噸
Ｊ
鈍
及

「

舎

会⑨

〕

ﾉ室
あ

溌
抵 I'可 凡

〃

。

ﾉL

浴
v室 叉

W憲捲
／

1
巳

■



－－

■■■一一一

－一

.＝ ■■■■q■－

一

一ー

､ ● 、

I

月
ｉ
７
Ｌ
〃
仇
勘
ら
や
ヤ
ん
九
Ｊ
覇
て
ふ

薇
１
７
噂
蜘
７
さ

い

群
島
凌
ぐ
ｒ
や
秀
予
苛
芝
も
イ
も
通

学

糸
１
瀬

湘
砿

蹄
人

珍
フ
に
ｎ

Ａ
，
人

偽

蝿
Ｉ
ノ
、
水
脚
式
ｆ
１
ノ
、
や
堪
心
Ｋ
Ｎ
１
ゐ

シ

寵

１Ｖ
一
顔

〃
砂
』
馳
響
《
ｌ
‐
４
１
蛾
り
ハ
ｂ
泌
心
才
、
１
１
恥
四
’
１
、
汎
ハ
《
〈
勺
Ｊ
ハ
Ｍ
Ｎ
判

翻
り
ノ
ー
叺
１

選
１
１

型
・
一
宇
、
■
Ｃ

必

胴
締
蛎
ｙ
、
と
Ｊ
Ｉ
Ｌ
心
ら
鋤
ノ
、
蛍
、
ノ
ー
の
、
泌
燭

稀
杢
傘
噸

一

〃

燗
リ
；
，
く
ち
ｊ
彬
員
負
り
Ｉ
似
や
鋼
ち

八
ハ

値
頓
の

心

事
屯
刷

混
ｌ
唯
の
心
恥
ず
そ
恥
１
薑
硴
糸
孝
心

恥
？
ね
も
弓
ｔ
／
煩
や
り
～
の
了
吟
～
に
篭
も

吟
ｆ
ｊ
ｍ
ｌ
ｒ
ｌ
Ｉ
Ｉ
４
ノ
な
３
ノ
測
之
１
く
く
Ｊ
、
’
〈
刷
覗
影

恩
雌
の
為
喧
～
う
う
ん
，
ｎ
Ｎ
川
、
ｊ
蝿
喰
荊
錨

も
何
Ｊ
も
囚
～
刊
ｌ
、
イ
く
Ｆ
ハ
ノ
蕾
澁
一
丈
猟

書
蓄
ｉ
７
Ｉ
ふ
鶏
～
熈
恥
γ
く
ら
Ｌ
辺
１
１
丈
塔

へ

受
ら
、
Ｗ
ラ
…
ぐ
覗
入
ｊ
４
伽
職
爾
刷
仙
入
り
．
、
雰
挙
ｊ
一
半
余

F

」
ｇ
毎
Ｆ
ｒ
今

|ヨ

村
瓶

凸

1

! 、

f

Q

ウ

を先溺こた噌才寓
鶏宏勉令圭噸謎

ゾ

ﾛ

i l ｛
11

』 』■苫



｢一一 1

／作
｡

ザ

、

ノ
I 、

》
比
１
〃
Ｊ
ｆ
、
、
典
”
堤
″
／
ｆ
参
ｖ
し

人秘
シ
イ
皇
４
γ
さ
燭
～
く
く
ず
弧
烈
聡
を
７
ノ
ト
Ｋ
急
、
篤

い

礎涌
凉
峰
之
上
交
肪
や
～
咽
ノ
ー

芳
屯
１
４
姓
ｒ
７
め
め
皇
踊
ら
ふ
ｆ
や
苫
慾
＃
卿
ミ
ノ
う
＆
館
内

凸

一

慾
り
く
了
き
う
心
踊
１
３
サ
識
１
毛
う
ぬ
〃
う
彌

一

恥
噛
↓
小
韮
岬
ゞ
ら
力
恥
い
ｈ
ャ
、
１
３
ｈ
Ｎ
判
ら
認
、
ゾ
吟
哩
州

L一一

■

さ稗
2莞画

も餓孝 叱
斌
ｊ
ふ
孔
く
う
１
４
島
今
獅
１
．
２
坪

‐
§
１

や
ｊ
ゞ
、
Ⅶ
櫛
’
代
Ｉ
ふ
燗
ｒ
ｂ
樋
笠
の
門
Ⅷ
産
別
侭

－
１

§
鐙

百
二
■
ｒ
ｐ
Ｄ
』
■

つ

甦
吟
さ
毒

Ｔ
、
拳

ウ
崎
ｒ
舸
椰

ら

の
正
ｒ
Ｉ
ｆ
ノ
伽
；
、
九
や

職
り
～
雁
や
桶
〃
Ｉ
で
鳶
繁
み
＃
熟
島
令
患
堪
刈

蓬 ■
Ⅵ
Ⅱ
０
１
山Ｉ

〃

‘八
・e

}てや

忽
收
恥
く
２
余
階
『

埼
乃
職
‐
似
為

、
イ
§
達

丘

、

】r

静
》
詞

1

P

愈
墨
恥

ノ
■

●

，

一__l」＄
－



ー 坪 一
－

■
口
可

’
1

’
’
’
１
Ｊ
■
■
■
、

オ 姿
》里
、

当
臓
ツ
ム
ネ
苛
‐
さ
そ
ら
息
ｊ
心
芳
婁
鼠
ら
黙
尭
笹

乏
凡
や
芝
構
う
１
塁
を
海
ノ
ｋ
抄
Ｉ
亀
英

聯
‐
脇
７
１
肌
鼠
谷
ら
島
～
卜
，
や
↓
｜
吻
上
Ｎ
１
主
消

怠
珍
遥
北
噂
１
１
く
総
＄
聡
功
為
も
秒
劃
凧

撒
ｊ
公
Ⅵ
１
℃
勺
～
ｉ
ｊ
ら
嬢
や
蹴
り
菰
詮
、
尭
瞭

稀 、
会
臓
叫
？
Ａ
卓
却
う
さ
署
５
ｋ
〃
ｊ
趨
篭
基
ぞ
及

硲
念墨I込

や
心
ｚ
構
う
１
塁
を
海

１
汎
」
別
智
ら
島
ｊ
ｆ
Ｚ
や

ユ

閥
，
１
１
耐
く
猟
鼠
聡
功
＃
論
も
荘
到
呵

勺
～
ｉ
ｊ
必
嘩
や
蹴
り
菰
詮
、
尭
瞭

一
一

他、ろ

I

鳧

I

、

写
Ｉ
暇
学
、

，
ｌ
ダ
ｔ
逓
塁
金
野
売
る
碑
ｌ
ね
』
鵜

ｖ
４
Ｉ
時
１
、
偶
砂
～
く
太
孔
ん
恥
１
１

／
、
～
に
》
ャ
風
？
う
ぐ
と
ｎ
吋
や
海
ｊ
～
喝
ｊ
ん

、

神 ｉ

ｆ

司
圃
１
『

■
■
、
・
０

血力、
出
羽

ハ
ム
り
え
恥

出
羽

八
ム
り
え
恥

.、b

γ
ら
一
鱗
下
る

ろ

種
ワ
比

魁

桐
山
ｗ
》
や
ず
い。

β

＆

、隼

キー
Ｄ
ｐ
一 引

き
､

〃

7
句

、

‐

h

呵
アー

可些P

一
一

〃

《‘ 1

t ' '』I一戸一一■■I‐ ． 、 － - ■



－ 三一

r

■

｜
も

ｒ
一

■
９
０

「
。

、

○

脱
岬
，
』
ん
ノ
ー
Ｉ
Ｉ
Ｊ
卜
、
矛
ｌ
股
馬
魁
側
の
噛
閃
偽
岾

ｎ
Ｎ
う
恥
ｆ
ｌ
ｔ
心
γ
～

や
も
の
息
至
急
も
入
掩
１
Ｊ
や

滴

廿
潤
宮
、
と
。

〃
＃
秀
ｊ
諭

魏
剛
児
や
￥
も
み
十
月
ｊ
に
↑
沙
Ｌ
ｎ
愉
照
尚
尚

、
診
瓜
哩
今

廿
噂
ウ
か
Ｉ
八
ｈ
う
人
〃
』
脇
息

鞠。万
、
、
釦
４
－

一

Ｅ
■
ｒ
Ｐ
－
Ｐ
Ｐ
ｌ

錨

1
琴 を鱗
も
畠
礎

莉這弦
ぞ
剥
唯
？
ｖ
ｊ
穐
患

因
惟
川
ノ
ー
ｊ
、
、
一
鵬
り
仇
ソ
・
か
１
Ｊ
恥
叩
ｊ
人
切
峰
４
も
念
初
●
ノ

僻
Ｉ
平
も
ち

掻I1
頁
二

砂
ノ
今
今
↓
沁

さ
ら
地

も、

小
勺
ｒ
ｊ

〃

１
ノ
蒋
陀
鵬
７
の
れ
う
誌

ろ
、
↓
汀
巡
！
、
１
０
ア
ー
、

ハ

1
1

週 蚤’
い‐
ｈ
Ｎ
ｉ
り
れ
車人車

.i 聯

； １
－
着

１
－１

，
０
、

腿
賦
ｒ
、
’
八
Ｊ〈

“
■
■

撫
蜘
一一

念
Ｐ
ノ

が
秀
〃
耐

，
匂
卿

や
亀
と
協
則
聾

、

ク

』

I

ｵﾘI
PdidI

ｲ|牛
0

上

jd|｢
ト

「．

’

｡
●

C

j

』L
ダ

ー



r

１

１
圃
則
１
１
１
Ｊ
朝
９

一
対
の
み
倦
江
巾
崎
…
吟
１
１

篭
凋
‐
ハ
↓
や
、
。
拭
『
く
毒
‐
、
人
↓
１
，
．
芝
、
１
、

'一 畦

■

I

ユ
ー
ア
鮒
然
八
，
量
靴
滝
曹
と
泥
勺
ｉ

ｊ
〕

駒
瑚
‐
召
当
－
７
’
～

稚

､I

しI、とつ 粉
内
Ｊ
ｊ
ｍ
Ｉ

坤
悶
も
稀

ふ
り
‐
セ
ゾ
や
惨
附
ら
山
４
Ｍ
Ｉ
川
内

焔
乢
晶
ら
の
、
乃
や

－

口！
６
画
一
Ｋ

ド 苧

I！

魂

狗
義
Ｊ
七
Ｖ
ｊ
聡
ぁ
１
１
と
訊

箸
童

を
ｆ
ご
ｔ
の
し
ラ
ー
恥
Ｉ
臆
ｊ
倣
い
‐
畔

瀧
吋
か
、

乏
舞
ｊ
、
ｚ
湯
玉
貌
刀
ろ
な
ｔ

1
､

聴
途
ノ
ヘ
乃
膨
鬼
滝
ｌ
皇

や
匙
，
Ｌ
〃
皿
晒
〉
鰯
、
匙
，
囮
同
‐
ノ

ｎ
ｍ
の

帥

'ノ
ー」

臥
鋤
〃
、
了
Ｌ

Ｐ

1
守

山
睡
払
坪

月
ー

辻
を
筆
遥
泳

巳
■
Ｐ
ｌ
ｌ
ｌ

ｊ
ｄ
■
Ｐ

且 I

4

1
げ

．

I
o

G

＆

L グ
』



＝…玉 一－＝一－
一

一- '一

P

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅵ
日
日
Ⅱ
日
日
■
二
日
「

灘
命
幌
噸
誠
一
鰕
讐
屈
個

韓
一
鎌
踵
〆
や
芦
科
｛
侃
偲
一

、
一
Ｆ
一
一
と
一
一
一
口

》
《
一

一
州
州
一
・
一

・
簿
鐡
綿
一
侭
弐
一

↑

今

0

一一一陽へ>'一へ〆ら,’一・塗卸
穴

Ⅳ

一
旬一
一

ｆ
珊
盈
《
■
日
沙

ふ
傘
唖
毎
墨
一
座
つ
い
『
い
も
〃

１堂
澱

ja~~"-

皇、牢

ポー饗

、

o湾,-e-八・‐吾、尋～<垂’
や

-毎、～､ごﾉ、， ，肩，｡』、母多へ:'渠々､一､〆緯皇瞳匠 ポー饗

,－台－－－1、一F､シベF～や唇,へ菫含､畳､S."gf-ﾍｨ､参一蝉轍§‘,－

イ鯛旦潔禽‐蚕一室ざ、-s尋鈎《<､ぺ3，<、 誉鯏

,へ〆謎r－－ご苧．《くt妄、墨へ一塁、－イぎへ烏穆価怜や醤

,山一←僻凄一』△『毒､"F､/胤蒔蕉繊宅“異

、

■
■
■
ａ
■
日

や

口

高騨郷衿『F~’
一

ヒー
［

…？ －
●

‐一

且一重4．座－
凸



恥

ー

１
重
ダ

Ｌ
『
一
一

一
』

讐司、三ｰｱ、

0

』三j勘参罫葬鯛完

耕一輔 g､､a Jbr-－～,参･~､Jf#､１
１

三野巧ざへ､､ rこぷ一

祭り企 ぅ､~-ぐざ'も〆VpeifvYf 蚤･J-5 真 、/ナ ‘､全､1v琴彦、余霞ざLか鞍

’
詩”一畠､全,.S'、

蔑挙環-厘､I蕊

~v-蕊､,受 ,.うゅ5笹、』寺、-～ 〆-、／4、′ﾏｰ幸

~

(､=KF､rz,蜜夢 〃戸､零｛ 慧鈩

讃辨 ‐夢へ参一､ｺﾝ、二ｺ兵s戸v~w零．' ・學－J､6‘｡s".s．､‘
3

L
一

＝一

冨可

誹
恐

《

》
歩
一
一
一
一

柵
ｓ

一
一
一一

小
獄
ｓ
詳

蒋
〈
》

卵
如
戸

跡
鳩
鍼

ｖ
孫

測
聯
一

Ｗ一一
一
Ｍ
一

紗
抄
録
鋤

画函黄尭蕊嶺､～鼻r~､｡'f,"ー鯉 .『7ﾍ竜へ’－3、穆

今乳考一＝ざ､毎兵雰へ一公‘･侭､～ひ,一、デデーー惑
写 日

／、
燕か

・司
一一

厘劃



－ー－ー

一

■
－－

一 ←← b－－b－－

、

’
＠

一
一

Ｉ

、１
日
■
且
■
■
■

１
１

』■

I ､､ hh

、、

蕊
》
叩
‐
マ
ｊ
や
一

夕

Ｌ
や
、
Ａ
響
ｊ
Ｆ
“
味
即
Ⅷ
‐
、
眠
刎
型

蕊
睦
陶
で
‐
均
湿
ｊ

夕

童
碕
‐
も

、

私
筑
ｆ
‐
や

私
で
職
哨
め
あ
り
’
八
や
踊
ら
‐
悩
弔
７
う
妹
。
ｆ
‐
父

聡
～
｝
洞
予
弓
、
ハ
》

漁
１
１
弓
ｌ
く
小
川
Ｉ
裁
熊
鷺

宝
沁
当
や
ｎ
列
〆
典
を
通
ｆ
く
Ｗ
ｊ
一
港

凧
の
ち
１
ｊ
之
；
乞
う
令
祇
ろ
れ
野
ト

童 |尋凧冤7

為 の． 1』

母奄

始
心
、
，
，
ノ
Ｇ
Ｉ
喉
剖

始
心
、
，
，
ノ
Ｇ
Ｉ
喉
剖

」
》
、
且
置
刀
ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
々

」
》
、
且
置
刀
ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
々

曇
巡

寸汽寸汽
ど
処
罰
ｊ
少

，
姉
Ｉ
帝
９
庵
玉
ノ
さ
薊
ｆ
を
、

と
Ｅ
Ｌ
Ｆ
ｈ
Ｉ

梨梨

、

鍋
勺
峨
恥
り
ぬ
シ
シ
４
２
戸
、
く
ノ
聖
ら
Ｉ
論
↓
霞
灼
識

童
；

庵 Ｉ

、
盆諏

吾
且
と

ら
血
噴
八
７
、

大
山
９

ｆ
毒
今
●
い
》
恥
、

拭
鱒
９
ｊ
や
ｊ
砿
の
倫
地
紬
蜥
毛

１

１
１
１
１

褐
の
動
じ
ク
肌
‐
畠
で
蝿

~

》、

一

ら
Ｊ
Ｊ
ｂ
、
け
鵬
、
金
亀
が
ｊｌｕ

｡

、

束
沸
哩
遼

可
み
、
、
、
ｙ
や
り
ヌ

鉢

ｂ

漁
八
Ｊ
こ
、

フ
、

▼

蛾1 ヶ
P

11 食
I

ド l

▼P ﾍ塗
函

f白f
F

ザ グ

_▲~-U -E--- －…一一一一 一
一 一一



弓
一己百一 一一・・－

一百

n》 －－り
一ﾆｰｰ ＝

イ ト

坐

"l'
Q

、

提
も
”
卜
勺
１
１
埼
今
掌
，
有
も
ｊ
ｊ
７
ｔ
そ
う
う
則
４
ム
ピ

！
独
の
そ
り
急
丁
く
辱
鬼
列
１
膳
Ａ

岬
Ｉ
く
７
～
妬
３
軒
３
申
慰
４

ろ、泊、
■
５

９
Ｊ
し
〆
Ｉ
、
硝
了
Ｚ
句
Ｉ
鯵
李

‐
可
、
了
へ
や
与
胃
ノ
に
｝
臆
吟
Ｉ
ｊ
、
ｆ
り
魚
Ｊ
１
《Ｉ

い
Ｉ
少
今
り
み
γ
奄
恥
ふ
わ
砧
Ｉ
Ｊ
Ｉ
科
？
点
”
巽

昌
ょ
Ｉ
ｎ
Ｉ
ｊ
ら
Ｊ
ｖ
ｈ
ノ
ー
に
孔
爪
ど
う
１
Ｊ
十
ｈ
の
か
０

１
す
ら
卸
／
、
ｆ
北
Ⅶ
ノ
ー
恥
勺
１
Ｊ
小
１
ノ
ー
恥
郵
澗
ｒ
Ｊ
い

画

■

１
ｋ

ー

賎型
▲

や

崎
～
人

盃

臺
七
》
零
基

報【

ｆ
予
定
シ
ｈ
く
塁
７
聡

浄
↓
Ｔ
Ｉ
に
悔
郵
１
う
れ
息

緑 蝿
Ｎ
ｉ
命
榊
７
１
肌

チ
随
も
戎
州
ｊ
Ｈ
や
抜
刊

弘
ら

~

一

I

■
亭
司
■
■
■
■

1

～

墓
零
、

い

１

Ｆ
の
発
く

ろ
､

の
曲
鉛
乢
斌
ロ

」

Ｊ
１

爾
鈎
村
へ
垂
Ｐ
先
ｈ
姉

一
馴
粍

峰"

蓬、ヒ 峯
璽
定

寺
名
圃

雷
鳴

■
ｂ

ｊ
副
酔
Ｌ
ｑ

小 夫幽’ 司亀 列

' ．
’

1 〃



－ー．＝＝型 一一一．▲＝一一

、 言、

雫

F

ヨ

i.》 、
■ 、'

全
引
Ｉ

γ
〃

心
暇
僻
‐
や
迄
今
ｊ
心
１
１
で
γ
に
浄
ｈ
平
ｔ
４
Ｉ

ミ

ケ走瑳

毒 、
芯 ユ

書

I I
n

桑

季＃

鼠 ：、Ⅲ

－
３
シ
為
／
う
蹄
の
里
；
４
や
毒
り
あ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
，
漁

湧
？
ゑ
ゃ
１
の
諺
§
鰯
、
ノ
ハ
Ｚ
Ｚ
、
ざ
を
冬
ム
淫
仇
Ｉ
ご
‐
４
丁
‐
翁

～

総
哩

更
Ⅵ
永
さ

当
〆
、
今
鳴
マ
ー
ぞ
焔
Ｉ
言
芯
渦

Ｉ

奇
匪
癖
毒
１
１
ノ
く
く
れ
心
ル
フ
題
ヨ
サ
煽
郡
Ｗ
、
Ｗ
ｕ

櫛
｜
ィ
ｊ
雨

一
一
一

込

臘
鞭
八
Ｊ
き
り
ｆ
域
節
〃
ｌ
や
＃
ト
ー
蝋
１
１
１
融
鴬
ら
瓜
岫
恐
’
４
晶
糺
十
＄

洲
一
暑
臥
易
Ａ
４
４
そ
づ
同
地
場
＄
仁
あ
う

診
娠
酉
屯
鼠

シ
〃
●
シ
舞
い
／
ｉ
ｈ
１
ｌ
１
０
孔
，
“
ｌ
ｒ
ｌ
ト
ト
仙
亟
Ｍ
１
ノ
ー
ー

冬

）

Ｉ
ｒ

西

胸
、
ろ
ｉ
Ｉ
ぐ
１
ｋ
～
恥
‐
１
７
昨
‐

零
へ
、
夏
登
↓Ｉ

I壷

ぜ
な
ム
ヌ
ム
う
み

碑

I, | Ｙ
の
〆
診
～
伽
叫
汲
掩
で

Ｆ
二
ｒ
ｉ

､

」

辱 弥
聴

I

１

１

文
篭 を零曲尭曜

宜瓶亀いみ参
、
す

む

〈'窪
§詮 没､ワ

■I



ｰ

門；
､

一

へ

、
，

《
Ⅱ
Ｈ
１

~1
）I

寺
W
D

・
罰
坐
唾
冬
剥
Ｊ
挙
戦
槐

織
軸
崎
、
蝿
．
型斎一

寸
お
ｖ
‐
洲
宅
亀
ｆ
ｉ
Ｊ
、
？
、
礼
Ｉ
Ｉ
７
ｈ
ｌ

〆

で
必
骨
噸
内
ｈ
ｌ
や
聯
７
１
‐

農
閲
／
７
跡
１

萎

琵

違
、

●

’
I

1

､勺 十
↓
１
川
吋
ら
胤
棚

に 温
州
Ｍ
１
ハ
ノ
ィ
〃
～
、

1蕊
画
ロ
咽
画
口
咽
卸
甲

通

7

１
０
０
Ｖ

一
Ｆ

乞
|司 発

つ
差

円b
匂

り
６
永
乃

エ守

さX《麺

Iム
ー
、
ご
鵬
〃
～
／
、
１
４
雁
恥
１
１
、
乃
刈
１
恥

、
《
と
？
他
の

、

一
，
を
芯

、

…
Ｉ

め

い

皇 瀞
ｰ

幻日

9
9

吋

0

鍋
〃
恥
、
ま
い
‐
駄
ゐ
い

{’ 1I←

さ
ず
臓
物
笈
刷
も
知

術ら
、

攻
つ

聯
哩
Ｉ
乏
龍

I

』

壷
一
・

≧
ｑ
『

心

I I
4VLA

冬
1

I
尾由

４
亀

剣
ｊ
９
画
、
と
が
■
口

寸 蕊
４
鴇
捕

りぁ

施
I

、
1

1 l

竃’ ８
．
ｈ北



ｰ
■

－~ r

、 n〆可
璃

イ、 １
１
…

〃

／『

、

～

周

一
・

一

沖
り
ん
岬
ｒ
ｔ
先
も
う
ら

ｌ

圦
荏
も
老
海
診
＆
平

恐
竜

も

缶

⑮

』

工『
・
▼
‐

刀
上蘂
一
雪
‐
刈
珍
‐
厚
ら
↓
ぞ
，
ｔ
‐
心
了
７
１
２
今
わ
，
鈎

乃

＆

岨
，
〃

急

鶴
ｌ
粕
と
Ｊ
シ
§
γ
や
、
ｂ
蝿
ｌ
童
わ
あ
屯

町
Ｉ

も

そ 亨今
や
塔
電
や
あ
ハ
恥
監
も
ｉ
駒
１
１
く
、
笈
卿
泌

ノ
伺
礁
迂
必

ｆ
砺
則
ノ
如
召
施
辱
‐
１

了
も
八
や

悪 あ稚
の
Ｙ
、
；
も
飢
昏
、
聯
＃
あ
て
、
蝿
ｒ
、
～

通 五急
吋
喀
へ
し
や
、
、
，
お
ぺ
９
わ
１
句
八
》

Ⅶ
Ｊ
爾
吋
ノ
ノ
ゼ
ン

凸
‐
且

！
躍
浄
ｒ

1
ノ
ヘ
北
流
ム
／
を

’
肴

、
〕、

0，

弱
も
鼎
壹
１
７
ん
腸
で
え
４

脚
諺

！ で麓
や
わ
る
、
必
詠
Ｊ
ｒ
蟇
登

リ

’

Ｉ
； ！

あ
ゞ
為
閲

１

Ｊ
■
Ｆ
‐
Ｌ
』
一
室
一
】
一
匡
画
画
。

雛
旛
ら
ゑ
．
煮
捲

1し1，

逢
う
や
恥
い

聡
峰
１
以
慰
今
電

ゆ

琴
亡
丁
奔
“

Ｉ

3術 ／ 1）

I

l
A

鶏 鴫ノ

1

約
〃

蛎
寺

タ

&

廷
』

』

世



戸 '-,
－

〃

－－

勺
~

’

I

１
０
〆

ロ

1

I6
ー

、
I

‐
囚
・
と
れ
ノ
、

偽
祇
１

1童
ザ
ｋ
４
１
ｄ
″
１
Ａ
吻
一
雌
魂
Ｉ
ｊ
１
ｋ
や

；
Ｉ
Ｉ
室ノムくい

獄
凡
ろ

垂
～
奉
り
ろ
一

蕊1
亀 函

ａ

芝
小
形
‐
・
伽
州
１
ノ
ー
’

凡
り
急
帆

一

= 2,'密唖
＝

呼浄

｡~
す

●

乏
一

Uア

ラ 姥
柔

典
賎
鎮
渉
Ｆ
ｒ

､

L 、
、
』
ｎ
Ｗ
首
、
１

内
伽
嚥
１
７
く
吋
奄
２
Ｊ
鳥
蚫

同L

落

ち
萄鯰

ノ
を

』
瓜
蹄
泳
ｚ
ｆ
ｆ
ア
４
恥
街
、
、
ｌ
ノ
く
い
〃
ず
乞
海
梱
伽
ｈ
忽
恥
唖

I
′ー

、
小
陽
恥／

く
、
ｒ
も
蛤
隅
ソ
農
形
誕
寸

工》

3嫁’″
刺
叫
″

０

８
■

１
１ 11

ら
抵
洲

私
入
恥
貯
．

ネコ号

姥
バ
リ
ｌ
ｊ
４
狐
と

gｰ

亀
‐

．
－
Ｊ
、
”
一
風
、
ヅ

ノ
〃
的

1

こI
f

●

ロ

■

’
幸
一

I
隼
や
《

'
I

ふ2
a

噸
一
郵
斗

Ｌ
Ａ
噛
鄙
７』

■

ト

1

1I
、

P

今
殆
当

鳥
に
１

，
匹
ご
■
ロ
ニ
ー
ロ
画
〃
‐
Ｌ
二
二
一
１
１
１
０
１
‐

恥
紅
院

水一Ｆっ一 〃

》

’
〆

■
■■ﾛ■■

一三口－－－

， ．．． ．－－－．← － ‐ ‐ セー

一一一二一



． －．－－
一 一 ・一－‐ 一 "---

－－五一■ 一‐ －－
ご－．－一

転

」
～

1

V ，イ

■■■－－

夢
緬
抵
奥

）

I

菱 当
瘤
や

桧I琴 阿、 対 、翼鱈ゞ参一通~

て ．、の

■
目
Ｐ
Ｆ
Ｉ
か
Ｐ
ｂ

.ー

↓ 1 毫 身
4－上型い ､ ’

口網さ
雷毫 農

、

4－く

't

零
可

心
ｉ
ｊ
Ｉ
Ｉ
７
妃
１
ｆ
入
り
碇

リ

や 為ｸ'

塁
同
名
７
１
ｑ
Ｌ

1；人

壽；

畑
沙

》

●

１

４
，
１
Ｊ

う
“ 忍

塊 ツ
聰
附
岬
ｌ
の
姥
坪
～
り
ｊ
ｘ
噂

功

》、

■

溢
営
や
す
碗
忍
い
い

八炉
．ダ

ダ

小
）､

：
可

'1喝
＃
今
賜
り

萱 ｛
ｐ
ｙ

咽
湖
漏
ダ
施
１

一J

魂
ね＞

領 〈

’
ﾉ、'

＝
一

寸
言

勺
冬愚

椰
杖
皀Ｉ

1乞 当

河

I

出
■ ll＞

､

腫
井

〃
〃

lj

尭妻雪 層

I 1

｜
I

’
』L



■h一 一b-- －一 一 一

0
『

＝

ウ

、
9 、衝

』

9

よ

〃
一正一

,蕊
－

1；
垂

⑦ 、

建
図
１澪

、
、

凸

I
弓

色

伸
瀞

｝
、 〃

’ や
ｊ
ｋ
毎之/F~PA ■ 姥

△

の

堂
寺
町
呈
像

う
Ｎ
Ｕ
Ｌ
’
Ⅶ

l)麦
イ
や
串

■

～

壱
夕

『1

り
P
L

～

夢 典

’
詞
卿
ら
ｂ
々
一
℃
．

寿
丁
画ケ 、」

マ

』
Ｉ

《
卓

●』

｡■

り む

e

'

p土

)11

、

／

I

．

JL’ L



Ｉ

『

．
Ｌ

評

、

〆■

ｰ

噂
く0

可

ら

グ

『
●
ｔ

一
輪職門壼

が
瀝
翻

一

ロ

ー

●

”

〃や

Q
●

｡

一

I

l

夕

q

▲

『

’ ｊ
ｊ

”

の

』

一

I

す

可

ーｰ Fマ

q

L

-－－ｺ一


